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第 1章：研究背景と目的 
島井他（2009）では、大学生の時期は、身体健康面では比較的問題の少ない時期である反

面、精神健康面ではさまざまな問題が起こりやすい時期と言われており、大学生の時期に、
精神的健康を保持増進できるアプローチを行うことは、意義のあるものなのではないかと考
えられる。 
アプローチの方法としてストレスへの対処が挙げられるが、 ストレス状況によって発生す

る自動思考にアプローチすることがストレス対処の考え方であり、ストレス状況で意図せず
に生じる自動思考に気づき、その自動思考に変わるより現実的で客観的な、問題解決に結び
つきやすい新しい考えを探すことは認知行動療法の流れでもある。 
ストレス対処の方法としてコーピングがあるが、類似する概念としてレジリエンスがある

と報告している石毛・無藤（2006）。しかし、コーピングとレジリエンスに相関は認められて
おらず、ストレスに対処する方法として、コーピングへのアプローチとは別にレジリエンス
に対してアプローチをすることも有効なのではないかと考えられる。 
レジリエンスの定義は統一されていないが、小塩他（2002）はレジリエンスをパーソナリ

ティであると考えることで、明確な区別のできなかった要因は個人が持つ回復力を構成する
特性であると捉えることができるとしている。平野（2010）は多様なレジリエンス要因の中
から持って生まれた気質と関連の強い「資質的要因」と発達的に身につけやすい「獲得的要
因」を分けて捉える二次元レジリエンス要因尺度を開発した。 
本研究では、ストレスがかかっている状態は自動思考を引き起こす状況の１つとして考え、

ストレスとレジリエンスとの間には関連があるとして考える。しかし、レジリエンスと自動
思考との間に関連があるかを調査している研究は見つけることができなかった。レジリエン
スはストレスに対しての個人の能力またはパーソナリティとして扱い、実験的な操作が難し
いとされている。自動思考はストレスに対しての認知的な側面として扱い、認知行動療法の
ように実験的な操作が可能であるとされている。この２つの要因に関連があるかを調査する
ことを目的とする。 
 
第 2章：方法 
本研究の研究対象者は、10 歳代後半から 20歳代の大学生（300 名）を対象に、有効回答

51 名のうち、データに欠損のあった 1名を除いた 50 名（男性 14 名、女性 36 名、平均 20.18
歳、SD ＝1.3）について、Googleフォームを用いた調査フォームによる調査研究を行った。 
使用した質問紙尺度は、フェイスシートに加えて、(1) 尾関（1990）の大学生用ストレス自

己評価尺度内のストレッサー尺度 40 項目、(2) 鈴木・嶋田・三浦ら（1997）の心理的ストレ
ス反応測定尺度の 3 因子で合計 18 項目、(3) 平野,（2010）の二次元レジリエンス要因尺度の
7 因子で合計 35 項目、(4) 江口・國方（2015）日本語版自動思考質問紙改訂版（ATQ-R）の
３つの因子で合計 38 項目を使用した。 
これらの尺度について、パス解析を行い仮説モデルの検討、各下位尺度間の関連を調査す

るために Pearson の積率相関係数を算出、自動思考がレジリエンスに及ぼす効果について、
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自動思考を要因、レジリエンスの得点を従属変数とするストレス場面の想起前後のそれぞれ
を分散分析によって検討、レジリエンスがストレス反応を抑制するのかについて、レジリエ
ンス得点の高群・低群とストレッサー得点の高群・低群を独立変数、ストレス反応得点を従
属変数とした２要因分散分析によって検討を行った。 
 
第 3章：結果 
①パス解析では、ストレス場面想起前後どちらのモデルも適合度が高いとは言えなかったが、
ストレス場面想起前後２つのパス図に共通しているものとして、「肯定的自動思考」から「獲
得的レジリエンス要因」への有意な正のパスがあった。 
 
②「自動思考」が「資質的レジリエンス要因」に及ぼす影響のストレス場面想起前は、「将来
に対する否定的評価」と「資質的レジリエンス要因」の間に有意な差が見られ、「将来に対す
る否定的評価」低群の方が高群の方より資質的レジリエンス要因得点が高くなった。「自己に
対する非難」と「資質的レジリエンス要因」間に有意な差が見られ、「自己に対する非難」低
群の方が高群より資質的レジリエンス要因得点が高くなった。「肯定的自動思考」と「資質的
レジリエンス要因」の間に有意な差が見られ、「肯定的自動思考」高群の方が低群より資質的
レジリエンス要因得点が高くなった。ストレス場面想起後は、「自己に対する非難」と「資質
的レジリエンス要因」の間には、有意な差が見られ、「自己に対する非難」低群の方が高群よ
りも資質的レジリエンス要因得点が高かった。「肯定的自動思考」と「資質的レジリエンス要
因」間に有意な差が見られ、「肯定的自動思考」高群の方が低群より資質的レジリエンス要因
得点が高くなった。「自動思考」が「獲得的レジリエンス要因」に及ぼす影響のストレス場面
想起前は、「肯定的自動思考」と「獲得的レジリエンス要因」の間に有意な差が見られ、「肯
定的自動思考」高群の方が低群より獲得的レジリエンス要因得点が高くなった。ストレス場
面想起後は、「肯定的自動思考」と「獲得的レジリエンス要因」の間に有意な差が見られ、
「肯定的自動思考」高群の方が低群より獲得的レジリエンス要因得点が高くなった。 
 
③ストレス反応得点の「ストレッサー」が「資質的レジリエンス要因」に及ぼす影響につい
て、ストレッサーの主効果は有意であったが、資質的レジリエンス要因得点の主効果と交互
作用は有意でなかった。ストレス反応得点の「ストレッサー」が「獲得的レジリエンス要因」
に及ぼす影響について、ストレッサーの主効果は有意であったが、獲得的レジリエンス要因
得点の主効果と交互作用は有意でなかった。 
 
④大学生用ストレス自己評価尺度におけるストレッサーに関する質問項目について、出現率
は、「35.将来の職業について考えるようになった」が 86%で最も高く、平均値は、「29. 恋人
と別れた（死別も含む）」が 6.25 で最も高く、最もストレスを感じた項目における度数は、
「35. 将来の職業について考えるようになった」が５で最も多かった。 
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第４章：考察 
本研究より、大学生に対して、自分自身のことや人間関係に関してのストレッサーは強度

が高く、多くの大学生が体験するものとしてストレス反応に現れたが、ストレッサーがスト
レス反応を発生させる過程において、レジリエンスが干渉効果を及ぼしていたのかを示すこ
とはできなかった。また、本研究において仮説としたように、自動思考とレジリエンスとの
間に関連があるということが明らかになったため、本研究の仮説を支持する結果となった。 
ストレス場面想起前後いずれについてもパス図のモデルの適合度は低かったが、肯定的自

動思考の程度が獲得的レジリエンス要因に正の影響を与える可能性があり、肯定的自動思考
への介入によって、獲得的レジリエンスの程度を変化させることができる可能性を示してい
ると考えられる。反対に資質的レジリエンス要因は、自動思考と関連はあるものの、先天的
な要素を含むことから介入は難しいと考えられる。 
以上より、自動思考とレジリエンスとの間に関連があることが明らかとなった。しかし、

その方向性は判明していないので、認知行動療法のような操作による自動思考への介入を行
うことで、プロセスの方向性が明らかになるのではないかと考えられる。 
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